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　　　 （広島大）絹谷
一
雄，中川　繁，平田政司

　先天異常 の 発生 を 実験的 に 検討 しよ うと思い ， こ の 実

験 を試 み た ．

　中性子線照射 に は 東芝製 丁 （d，n ）反応 中性子発生 裝

i，et用 い ．　 X 線照射は東芝 KXC −18− 2 型 X 線発 生装置

を 用い ． 妊娠
・
“
・
　1）ス （ddN 系） に変尾後4 日 目，　 B 口

目 ， 12 日 目に 中性 子線は 40rad，　 X 線は 120rad　を照 射

した．

　異常胚 を宿 し た 母マ ウス の 頻度 は 中性子 線照射では 12

H 目照射群 に 最も頤度高 く， X 線照射では 4 日 日照射群

に 多 くみ られ た．

　 1 腹 の 平均胚数は中性子照射群で妊娠 498 ， 12日 目

照射で そ れぞ れ 9．  ， 8．0， S。9，
　 X 線照射群では 6．0，

8．0，9．5で非照射群の 9．5よ り少 な か っ た．

　発育胚 の Body　Build　hdex は Russel の lndex で；・ま

非照射群 と大差は 認 め られな か っ た が Wilson の Index

では X 線12日 目照射群で発育 が もつ とも悪 か っ た．

　胎内死亡胚 は 妊娠 4 ， 8 ， 12 日 目照射 で 総胚数 ｝こ対

し ， 中性 子線照 射群では 8 ％，12％ ，
27％ X 線照射群

では 33。3％ ，
9．O％ ，

15．0％で ， 肉眼的に 観察した 形成

異常は中性子線 8 日 H 賂射群 に腦ヘ ル ニア 1 例，中性子

線12 日 目照射群，X 線 8 口 目照射群に頭血腫 1 例を認め

た ．

　尚中性子線照射， X 線照射は 以 上 の 他妊娠9 ， 10 ，

1ユ，
15 日 目照射 を行 い ，更 に 線量 を X 線 2DO　rad ，　 rP 性

子線 工20rad で行 つ て お る．又
’s7Cs

の 妊娠マ ウ ス 尾静

脈よ り注入達行 つ て お り学会では そ の 成績屯追加 発表す

る 予定で あ る．

　142d （演）被爆婦人の 産婦入科的後障害 に つ い

て

　　　　 （広島大）石 橋亨規，太田　曉，村上英子

　我・it｝：広島大学医学部附属病院産 婦 人 科 の 外 来 並 びに

入 院 に て 加療 せ る被爆婦人 ｝こ っ き，2 ， 3 の 産婦人科的

臨床観察 を行 つ た の で報告す る．

　1）　　タト来，黥者で の 調査

　最近 3年間に当科外来 登訪れ た 被爆婦人は 827伊1で 外

来患者 の 14．9％ に あ た り．

　a）　外来診断は 腟部 ビ ラ ン ，子宮後屈 ， 附属器睡瘤 s

機能性出 血 s 瞳 炎 の 順 に 多 く （腫瘍 と不 妊症を除けば），

非被爆婦人 との 間 に 差 をみ な か っ た ．

　切　不 妊 を 主 訴 として 来院 せ る患 者 11丁例 中被爆婦人

｝ま22例 18ゆ8％で ，　連続 3「司以一L流早産 を，し之復せ る 患者52

例 中，被爆婦人は 5例 9．62％であっ た が ，い ず れ も被爆

障害 に 帰因す る と考 え ら れ る症例 を み な か つ た ．

　 2） 入院患者 の 性器腫瘍

　入院 せ る被爆婦人 57例 の 内性器腫瘍 と診断さ れた k の

は 3工例54．3％ （子宮癌 15例．子 宮 筋腫 10例，卵 巣腫瘍 6

例 ， 良性 2 例，悪性 4 例 ） で，非被爆婦人の 入 院患者 で

の頻度 （8L9 ％） よ りもや 丶 高率であ つ た ．

　 3） 被爆婦人 よ りの 出産児

　被爆後 に 妊娠 し分娩 した 474名 の 婦人 よ りの 出産児 は

832例で，

　 a） 性比 は 832例 中男性 429例，51．6％ で非被爆婦人

よ りの 出産児 の そ れは53。6％で共に男性高位 で あ り．

　b＞ 死産及び 新 生 児死亡 は 832例 中55例 6．6％で ， 非

被爆婦人の 5．2％ よ り もや 』 高 率で あ つ た ・

　 c ） 体重％ α｝g以 下 の 未熟児出産は 832例 中 72例 8．7

％で あ り。

　 d） 出 産 児で の 奇 形 は 832例中兎唇 1 例，多指症 1例

で あつ た ．

　 943 ．（示） コ バ ル トプ ロ トポ ル フ ィ リ ン に 関す

る基 礎的，臨床的研究

　　　　　　　　（大阪市大）藤森速水 ， 山 田文夫

　　　　　　　　菅本
一

三 ，野田　定，土屋英和

　　　　　　　　豊田長久，北島栄彦

　 日本 ブ ラ ツ ドバ ン ク よ リコ バ ル トポ ル フ ィ リン （CO

P ？ ）の 提供 を 受 け，主と して 子 宮頚癌患者に 使用 し，

若干 の 知見を得た．即 ち臨床的には
一

般状態 ，肝機能，

腎機能，血液所 見，副作用を検 討す る外 ， 殊 に局所所見

に っ い て も組織学的，腟 鏡的並 びに 腟顕微鏡的検 索 を行

っ た．又 手 術剔出標本，血液等 に 於 け る COPP の 分布

状態を 生化学 的に 検 討 した ．又 動物実験的 に 担 癌動物 の

廷命効果 ， 腫瘍 の
ヨ2P

摂取 な ど を検 討 した ．制 癌 剤 の 効

果 に つ い て は速断出来な い が ，木剤は 比較的副作用 屯 少

く，か つ 若干 の 制癌効果が み とめられ ， 今後制癌剤と し

て 使用す るに 足 る もの で は な い か と も考 え ら れ
，
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